
森
本
市
議
が
、
ご
み
問

題
で
次
の
よ
う
な
、
質
問

（
提
言
）
を
し
ま
し
た
。

「
市
長
は
、
今
後
、
有

料
化
を
実
施
す
る
こ
と
が

具
体
的
に
決
ま
っ
た
時
点

で
連
合
自
治
会
単
位
に
説

明
す
る
、
と
言
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

実
施
時
期
な
ど
を
決
定

す
る
前
に
市
民
の
生
の
声

を
十
分
聞
く
よ
う
に
す
る

の
が
当
然
で
は
な
い
で
す

か
。
決
ま
っ
て
か
ら
、
い

つ
か
ら
し
ま
す
よ
、
お
金

も
も
ら
い
ま
す
よ
、
皆
さ

ん
減
量
に
ご
協
力
を
と
い

う
の
で
は
、
住
民
を
軽
視

し
て
い
る
と
し
か
思
え
ま

せ
ん
。

今
ま
で
私
が
再
三
提
言

し
て
い
ま
す
よ
う
に
、
ご

み
分
別
の
方
策
や
減
量
す

る
施
策
を
市
民
に
具
体
的

に
示
し
、
現
時
点
で
小
部

落
で
の
説
明
会
を
行
い
、

市
民
の
協
力
を
お
願
い
す

る
こ
と
等
を
徹
底
し
、
有

料
化
し
な
く
て
も
、
ご
み

減
量
が
実
現
で
き
る
よ
う

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
立
て

を
尽
く
す
べ
き
で
は
な
い

か
」
と
指
摘
す
る
と
同
時

に
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

市
長
は
、
先
に
有
料
化

有
り
き
の
立
場
が
み
え
み

え
で
、
あ
く
ま
で
地
域
で

の
説
明
は
「
有
料
化
の
実

施
時
期
や
内
容
が
決
ま
っ

た
後
で
連
合
自
治
会
単
位

で
説
明
す

る
」
の
一

点
張
り
で

し
た
。

石
井
市
議
は
、
雇
用

促
進
住
宅
の
入
居
者
に
退

去
勧
告
が
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
入
居
者

を
守
る
立
場
で
市
の
考
え

を
聞
き
ま
し
た
。

「
市
長
は
、
市
民
の
代

表
者
で
す
か
ら
、
こ
う
い

う
こ
と
は
す
べ
き
で
な
い

と
、
国
、
県
に
要
望
し
、

運
動
と
し
て
採
り
上
げ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
提
言

し
ま
し
た
。

市
長
は
「
木
之
子
の
雇

用
促
進
住
宅
は
、
平
成
三

十
三
年
度
に
廃
止
予
定
な

の
で
、
直
ち
に
要
望
を
行

う
こ
と
は
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
と
」
答
え

ま
し
た
。

ま
た
、

石
井
市
議

は
「
井
原

市
と
し
て
市
営
住
宅
入
居

希
望
者
に
対
し
て
、
一
定

の
配
慮
を
」
と
市
長
の
考

え
を
聞
き
ま
し
た
。

市
長
は
「
雇
用
促
進
住

宅
の
入
居
者
だ
け
を
優
先

的
に
入
居
さ
せ
る
こ
と
は

困
難
で
す
の
で
、
民
間
住

宅
や
社
宅
等
退
去
し
た
と

き
と
同
様
に
、
通
常
の
申

し
込
み
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

し
か
し
、
こ
の
問
題
は

各
市
町
の
共
通
の
課
題
で

す
の
で
、
各
関
係
市
町
と

も
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

要
望
の
運
動
展
開
を
行
っ

て
い
き
た
い
し
、

今
後
、

市
長
会
で
も
議
題
に
な
り

ま
し
ょ
う
し
、
国
に
対
す

る
要
望
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
答
え

ま
し
た
。

いよいよ総選挙！！。日本共産党が伸びれば政治は必ず変ります。「国民が主人公」の新しい日本へ。

宮地 俊則議員◆平成２１年度予算編成について ◆鉄道井原線について
井口 勇 議員◆地域特産品の支援について ◆地産地消への計画的な取り組みについて
森下 金三議員◆市長の公約について ◆水道施設の整備について
佐能 直樹議員◆入札制度改革の１年の成果について ◆庁内設備の有効活用のためのチェックおよび見直

しについて
内田美千子議員◆ごみ有料化の取り組みと、今後の減量対策について
河合 建志議員◆高梁市佐屋地区の井原市への行政区域の変更について ◆学校の耐震化の前倒しの具体案

について ◆簡易水道の整備について ◆井原市の職員採用について
森本 典夫議員◆ごみ収集を有料にせず、横浜市のように徹底した分別と、きめ細かい小部落での説明会で、

市民の協力を得てごみの減量を実現しては ◆入札制度の更なる改善をしては ◆日常生
活用具給付品目に電子レンジを加えるほか、福祉基金助成事業の助成額の更なる拡充をす
るなど福祉施策の充実をしては ◆子どもの医療費無料の該当年齢を小学６年まで拡大し
ては ◆旧井原市内の全幼稚園での給食実施の準備状況はどうなって
いますか ◆消防広域化で住民の生命・財産は十分守れるのですか

猪原 保之議員◆子育て支援課を市に設置しては ◆少子化に伴う統廃合の課題
川上 武徳議員◆本市の小中高生の暴力行為・いじめ・不登校について ◆井原市地域

活性化イベント補助金について
大滝 文則議員◆行政サービス提供の考え方について
石井 敏夫議員◆雇用促進住宅の一方的な住宅廃止や入居者退去を強行させないようにしては
佐藤 豊 議員◆岡山県財政構造改革プランによる本市への影響について ◆ジェネリック（後発）医薬品

の普及への取り組みについて ◆太陽光発電の補助制度について ◆「いざと言うとき」
の子育て家族の応援ブックについて

鳥越孝太郎議員◆本年度新規事業としてスタートした「笑って健康元気アップ」「ふるさと回帰」「結婚推
進」の３事業について ◆健康増進づくりにグラウンドゴルフ場の整備促進を

鳥越 勇 議員◆グラウンドゴルフ場の新設について ◆農産業の振興について
水野 忠範議員◆農業の振興について
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２００８年（平成２０年）井原市議会９月定例会での質問議員の項目

い
ま
、
小
部
落
単
位
で
説
明
を

森
本
市
議
が
有
料
化
に
反
対

あ
ら
ゆ
る
手
立
て
尽
し
ご
み
減
量
を

雇
用
促
進
住
宅
の
入
居
者

に

市

と

し

て

の

配

慮

を

石
井
市
議
が
市
長
の
考
え
を
聞
く



６月 ９月 12月 ３月 ６月 10月 12月 ３月 ６月 ９月 12月 ３月 ６月 ９月

水野　忠範 ○ ○ ○ ○ 4
内田美千子 ○ ○ ○ ○ ○ 5
川上  武徳 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9
上田  勝義 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
宮地  俊則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
佐藤  　豊 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14
大滝  文則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10
上本  　昇

井口　  勇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7
森下  金三 ○ ○ ○ ○ ○ 5
田辺　隆則 ○ ○ 2
河合  建志 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 11
鳥越 　 勇 ○ ○ ○ ○ ○ 5
佐能  直樹 ○ ○ ○ ○ 4
三宅  康之 ○ 1
石井  敏夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14
谷本　仲弥 ○ ○ 2
猪原　保之 ○ ○ ○ ○ ○ 5
鳥越孝太郎 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9
川上 　 泉 ○ ○ ○ 3
志多木茂夫

高田  正弘 ○ 1
藤原  清和

森本  典夫 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14
藤原  正己

乘藤  俊紀 ○ 1

質問者合計 9 11 7 12 8 13 11 11 6 12 7 8 11 15

井原市議会定例会
一般質問状況一覧

議 員 名
平成17年 平成18年 平成19年 発言

回数

平成20年

議   　    　　長

辞　   　  職

議       長

２００８年(平成２０年)９月２５日 井 原 民 報（第１０９号） （２）

いよいよ総選挙！！。日本共産党の勝利で、後期高齢者医療制度は、きれいさっぱり撤廃させましょう。

井原市議会９月定例会で一般会

計の補正予算が２億６,９９０万

円組まれました。これを加えると

今年度の一般会計予算の合計は１

７８億９,８２０万円（前年同月

と比較すると４.０％の減少）に

なります。

一般会計の主な補正予算は次の

ようなものがあります。

井原駅前への電光掲示板(192cm×

32cm)設置工事費 ・・３５１万円

税金徴収システム改修業務委託料

・・・６,４００万円

農道等の修繕工事費

・・・２,１００万円

農業用水路等の新設改良工事費

・・・４,６６０万円

農道等の舗装用原材料費

・・・１,０００万円

道路の修繕工事費等

・・・７,４００万円

河川の修繕・整備工事費

・・・１,８６０万円

県道拡幅による木之子中学校のネッ

ト、フェンス等の移転新設工事費

・・・５７０万円

７月５日の豪雨による山肌崩落の

復旧工事費 ・・・３００万円

世
界
に
例
を
見
な
い
、
７
５
歳
以
上
の
高
齢
者
い
じ
め
の
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
請
願
と
陳
情
が
九
月
議
会
で
不
採
択
に

な
り
ま
し
た
。

出
席
議
員
の
中
で
、
採
択
す
べ
き
と
の
態
度
を
表
明
し
た
の
は
、
日

本
共
産
党
の
森
本
、
石
井
両
議
員
と
河
合
議
員
だ
け
で
し
た
。
多
く
の

市
民
が
、
こ
の
制
度
は
良
い
こ
と
は
殆
ど
無
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
制

度
を
い
ろ
い
ろ
修
正
し
て
も
、
根
本
が
悪
い
も
の
は
ど
ん
な
に
修
正
し

て
も
悪
い
制
度
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
廃
止
を
し
て
、
制
度
の
導
入
前

に
戻
し
、
一
か
ら
議
論
す
べ
き
で
す
。

真
に
井
原
市
の
高
齢
者
の
生
活
と
健
康
を
守
る
立
場
に
立
つ
な
ら
、

不
採
択
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
今
の
ま
ま

で
い
い
と
い
う
こ
と
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
「
保
険
料
の
負
担
や
健

康
に
不
安
が
あ
っ
て
も
、
が
ま
ん
し
な
さ
い
、
仕
方
な
い
で
す
よ
」
と

言
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

国
の
悪
政
に
対
し
、
市
民
を
守
る
防
波
堤
に
な
る
の
が
自
治
体
で
あ

り
、
議
員
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

井
原
市
議
会
は
、
左
の
五
名
を
井
原
市

情
報
公
開
不
服
審
査
会
委
員
と
し
て
委

嘱
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

任
期
は
二
年

安
部

浩
二

岡
山
市
高
島
新
屋
敷

大
正
十
四
年
生

荒
木

信
之

倉
敷
市
真
備
町

昭
和
二
一
年
生

藏
本

元
代

井
原
市
門
田
町

昭
和
十
三
年
生

内
田
美
千
子

井
原
市
上
出
部
町

昭
和
十
六
年
生

田
邊

知
道

井
原
市
上
出
部
町

昭
和

九
年
生

井
原
市
議
会
は
、
左
の
二
名
を
教
育
委

員
会
委
員
と
し
て
任
命
す
る
こ
と
に

同
意
し
ま
し
た
。
任
期
は
四
年

藤
井

秀
彦

井
原
市
美
星
町

昭
和
三
一
年
生

山
本

嵩
之

井
原
市
大
江
町

昭
和
二
一
年
生

こ
の
程
、
日
本
共
産
党

は
、
来
春
の
井
原
市
議

選
の
候
補
者
を
、
左
記

の
二
名
と
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。

森
本
ふ
み
お

昭
和
十
八
年
生
ま
れ

井
原
市
木
之
子
町

以
前
、
長
尾
外
科
医
院
勤
務

現
在
、
市
議
５
期
目

趣
味
と
言
え
る
か
？
・
の
ん

び
り
と
音
楽
を
聴
く
こ
と

西
山
省
三

昭
和
二
十
年
生
ま
れ

井
原
市
青
野
町

日
本
共
産
党
井
原
支
部
長

堺
市
立
第
二
工
業
高
校
中
退

趣
味
・
釣
り

絵
画

請願・陳情の審査結果

●国に対する「私学助成の拡充

を求める意見書」の提出を要

請する請願 ・・・採 択

●教育予算の拡充を求める意見

書の採択を求める請願

・・・採 択

●単県医療費公費負担制度の継

続を求める陳情 ・・趣旨採択

●後期高齢者医療制度の廃止を

求める請願 ・・・不採択

●後期高齢者医療制度の廃止を

求める意見書を国に対して提

出を求める陳情 ・・・不採択

森本、 石井 、河合議員以外全員
後 期 高 齢 者 医 療 制 度 を 容 認


